
学 校 だ よ り 
 

 

 

 

 

 

校外学習を行えること  

校長     田名部 和美 

  ５月には６年生の修学旅行、６月は５年生の道志村と４年生の三浦への宿泊体験学習を

無事に行うことができました。事前準備の段階から、子どもたちがどれだけ楽しみにしている

かが伝わってきていましたので、３学年とも実施できたこと、活動の中で普段の学校生活とは

違った表情を見ることができたことは、職員にとって大変な励みとなりました。また個別支援

学級の合同遠足では、子安小学校や浦島小学校の友達と触れ合いながら、汗だくになって

元気に活動する姿が見られました。また校内でのペア遠足も順調に行うことができています。

上級生が下級生に声をかけながら交流している姿を見ると、その交流によって上級生として

の意識が高まっていることを感じます。 

  コロナ禍で制限されていた校外学習が、少しずつ実施できるようになって、改めてその意

義を考えさせられる機会になったと思います。まだ以前の通りとはいきませんが、校外学習を

通して、子どもたちにどんな力を付けたいのか、そのためにどんな体験がよりよいのかを、こ

れまで以上に丁寧に考えました。更に、行えなくなった時にはどのように変更しようか、子ども

たちが安全に活動できることはどんなものがあるだろうかなど、この二年間で急な変更が多

くありましたので、万が一に向けての対応についても見通しをもって進めました。当たり前の

ことですが、当たり前に行えなかったこれまでがあるからこそ、一つ一つの活動の実施が大き

な喜びとなり、子どもたちの笑顔が職員に力を与えてくれました。 

 

 

 

 

 

  こういった取組を、６月１６日に行われました学校運営協議会でお伝えすることができまし

た。学校運営協議会とは、「①学校の運営に関する事項に対する承認」「②学校運営に関す

る意見具申」という役割を担った機関のことです。地域住民の方、保護者、学識経験者、関係

機関の職員で構成されています。今年度はこの協議会を４回予定しています。こちらでいた

だいた評価をもとに、よりよい教育活動につなげていきます。 

  今後も子どもたちの笑顔のために、楽しい学校づくりのために、保護者の皆様や地域の皆

様のお力をおかりしながら、職員一同 力を合わせて頑張っていきます。 

【か】よくかんがえ 【な】なかよく 【が】がんばる 【わ】わたしたちかなっ子  
令和４年６月 30 日 

 
 

７月号 


